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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
『
首
都
高
２
１
時
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
２
４
Ｔ

【
作
者
名
】

　
天
山

【
あ
ら
す
じ
】

　
特
別
行
政
都
市
東
京
を
所
轄
す
る
首
都
警
『
ト
ー
キ
ョ
ー
・
バ
イ
ス
』
。

飛
羽
が
、
大
岡
と
、
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
、
首
都
高
の
上
だ
っ
た
。
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２
０
３
×
年
　
東
京
・
首
都
高
速
　
Ｐ
Ｍ
９
：
０
７

　
外
苑
前
ラ
ン
プ
付
近
。
先
頭
を
走
る
の
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
『
５
５
０
ト
ス
カ

ー
ノ
』
。
時
速
３
０
０
ｋ
ｍ
で
、
２
４
時
間
巡
航
可
能
と
さ
れ
る
エ
レ
ト
リ
ッ

シ
ア
（
電
気
自
動
車
）
だ
。
つ
や
消
し
の
白
い
ボ
デ
ィ
ー
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
証
で
あ
る
。
ド
ア
ミ
ラ
ー
が
、
な
く
な
り
、
リ
ア
の
ス
ト
ッ
プ
ラ
ン

プ
の
上
部
に
内
蔵
さ
れ
る
暗
視
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
コ
ン
ソ
ー
ル
の
モ
ニ
タ
ー

に
、
後
方
映
像
を
映
し
出
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
わ
ず
か
、
数
ｍ
お
い
て
、
追
尾
す
る
の
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
『
ラ

イ
デ
ィ
ー
ン
４
０
０
０
』
日
本
初
の
リ
ニ
ア
シ
ャ
フ
ト
駆
動
電
気
モ
ー
タ
ー
を

搭
載
し
、
最
高
速
は
、
時
速
３
２
０
ｋ
ｍ
を
超
え
る
と
さ
れ
る
。
パ
ド
ル
レ
ス
・

シ
フ
ト
・
シ
ス
テ
ム
で
、
無
段
階
の
シ
フ
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
ら
れ
る
た
め
、

常
に
最
大
の
ト
ル
ク
出
力
で
走
行
さ
せ
る
こ
と
が
、
可
能
で
あ
る
。
５
５
０
ト

ス
カ
ー
ノ
の
後
部
監
視
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン
４
０
０
０
の
精
悍
な

マ
ス
ク
が
、
映
し
出
さ
れ
、
コ
ナ
ー
を
ク
リ
ア
す
る
た
び
に
、
わ
ず
か
数
十
セ

ン
チ
に
感
じ
る
迫
力
で
あ
る
。

　
三
宅
坂
ト
ン
ネ
ル
に
突
入
し
、
制
限
速
度
を
は
る
か
に
超
え
て
駆
け
抜
け
る

２
台
の
ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
後
方
を
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
『
イ
ン
ペ
リ
ア
Ｇ
Ｒ
』
の
ポ
リ

ス
カ
ー
仕
様
が
、
最
高
速
で
、
追
尾
し
て
く
る
。
ホ
ン
ダ
初
の
４
輪
マ
ル
チ
モ

ー
タ
ー
駆
動
シ
ス
テ
ム
で
、
最
強
の
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
性
能
を
た
た
き
出
す
。

　
そ
し
て
、
代
官
町
方
面
か
ら
さ
ら
に
、
も
う
一
台
、
青
色
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
う
首
都
警
仕
様
の
メ
ル
セ
デ
ス
の
『
タ
イ
プ
Ｘ
Ｊ

９
』
が
、
合
流
し
て
き
た
。
世
界
初
の
カ
ー
ボ
ン
モ
ー
タ
ー
採
用
で
、
体
積
比

世
界
最
軽
量
を
誇
り
、
わ
ず
か
に
軽
自
動
車
と
同
じ
車
体
重
量
で
あ
る
。
ド
ラ

イ
バ
ー
ズ
シ
ー
ト
で
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
の
は
、
飛
羽
新
矢
首
都
警
警
部
補
だ
。

ひ
ば
・
し
ん
や

　
首
都
警
は
、
今
年
で
、
創
立
１
０
年
目
を
迎
え
る
地
方
公
務
行
政
法
に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
た
東
京
圏
を
管
轄
す
る
警
察
で
あ
る
。
猪
俣
都
知
事
時
代
に
、
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東
京
の
テ
ロ
対
策
、
治
安
維
持
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
テ
ロ
対
策
部
、
公
安
部
、

薬
事
部
な
ど
９
つ
の
部
局
と
、
潜
入
捜
査
部
な
ど
の
４
つ
の
非
公
式
部
局
か
ら

な
る
通
称
『
ト
ー
キ
ョ
ー
・
バ
イ
ス
』
で
あ
る
。

　
飛
羽
は
、
フ
ォ
ー
バ
イ
セ
グ
メ
ン
ト
通
信
シ
ス
テ
ム
で
、
イ
ン
ペ
リ
ア
Ｇ
Ｒ

の
警
官
と
会
話
し
た
。

「
お
～
い
、
警
視
庁
さ
ん
は
、
ど
っ
ち
を
捕
る
ん
だ
い
？
」

「
二
匹
と
も
、
う
ち
が
、
先
に
見
つ
け
た
ん
だ
ぜ
。
と
っ
く
に
、
通
信
本
部
に

は
、
画
像
を
送
っ
た
よ
。
ド
ラ
イ
バ
ー
を
特
定
し
て
、
逮
捕
状
ま
で
、
用
意
し

て
あ
る
ん
だ
。
横
取
り
は
、
ル
ー
ル
違
反
だ
ぜ
。
そ
れ
か
ら
、
俺
に
は
、
大
岡

っ
て
い
う
名
前
と
、
警
部
補
っ
て
立
派
な
肩
書
き
が
あ
る
の
さ
。
」

「
俺
の
名
は
、
飛
羽
。
公
務
給
与
ラ
ン
ク
は
、
あ
ん
た
と
同
じ
だ
よ
。
つ
ま
り
、

肩
書
き
も
同
じ
っ
て
こ
と
さ
。
大
岡
越
前
さ
ん
よ
、
５
５
０
の
方
は
、
申
し
訳

な
い
が
、
ウ
チ
の
所
轄
で
、
マ
ー
ク
し
て
い
た
野
郎
な
ん
で
ね
、
渡
す
わ
け
に

は
、
行
か
な
い
ん
だ
。
す
ま
ん
が
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
登
り
坂
で
、
あ

ん
た
の
Ｐ
Ｃ
の
前
に
出
る
ぜ
。
」

ポ
リ
ス
カ
ー

「
待
て
待
て
。
貸
し
を
作
っ
て
や
っ
て
も
い
い
が
、
ウ
チ
は
、
手
続
き
が
面
倒

で
ね
。
」

高
速
で
、
迫
る
４
台
の
パ
ッ
シ
ン
グ
に
驚
か
さ
れ
た
八
輪
コ
ン
ボ
イ
が
、
急
に

車
線
を
変
え
て
く
る
。
ど
の
車
線
に
移
れ
ば
い
い
の
か
さ
え
、
迷
っ
て
い
る
様

子
だ
。

飛
羽
＞
「
ア
ブ
ね
え
な
ぁ
。
」

大
岡
＞
「
飛
羽
さ
ん
よ
。
あ
ん
た
の
言
う
と
お
り
こ
こ
で
は
、
危
険
だ
、
５
５

０
は
、
あ
ん
た
に
譲
る
よ
。
そ
の
代
わ
り
、
後
で
、
ち
ゃ
ん
と
連
絡
を
く
れ
よ

な
。
」

飛
羽
＞
「
越
前
さ
ん
よ
。
あ
ん
た
の
手
柄
を
取
っ
て
わ
る
い
な
。
感
謝
す
る
よ
。

じ
ゃ
あ
、
後
で
な
。
必
ず
、
連
絡
す
る
よ
。
」

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
、
右
に
折
れ
、
横
浜
方
面
に
走
ら
せ
る
フ
ェ
ラ
ー

リ
５
５
０
。
一
方
、
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン
４
０
０
０
は
、
千
鳥
町
方
面
へ
と
左
に
進

路
を
変
え
た
。
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大
岡
＞
「
本
部
へ
、
８
号
車
。
本
部
へ
、
８
号
車
。
」

本
部
＞
「
音
声
良
好
、
８
号
車
、
ど
う
ぞ
。
」

大
岡
＞
「
８
号
車
の
大
岡
で
す
。
こ
の
先
の
渋
滞
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

モ
ニ
タ
ー
を
一
瞥
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
。

本
部
＞
「
位
置
情
報
は
、
確
認
し
ま
し
た
。
い
ま
、
千
鳥
町
方
面
に
、
進
行
中

で
す
ね
。
・
・
・
渋
滞
も
、
事
故
も
、
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
と
・
・
・
浦
安

の
先
２
キ
ロ
地
点
、
第
一
通
行
帯
で
、
工
事
中
で
す
。
８
号
車
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
、

時
速
１
５
０
キ
ロ
近
い
で
す
よ
。
」

大
岡
＞
「
８
号
車
は
、
９
時
現
在
、
速
度
違
反
車
両
を
現
認
し
て
お
り
、
追
尾

中
で
す
。
」

本
部
＞
「
８
号
車
、
違
反
車
両
の
追
尾
中
で
す
ね
、
了
解
で
す
。
車
載
モ
ニ
タ

ー
に
切
り
替
え
ま
す
。
」

本
部
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
８
号
車
の
位
置
情
報
が
、
映
し
出
さ
れ
る
と
伴

に
、
表
示
色
が
、
青
色
か
ら
、
赤
色
に
変
わ
っ
た
。

大
岡
＞
「
８
号
車
、
通
信
オ
ワ
ル
。
」

本
部
＞
「
８
号
車
、
通
信
オ
ワ
ル
、
了
解
で
す
。
」

二
年
前
の
、
司
法
改
正
で
、
違
反
現
場
の
映
像
を
電
子
的
に
記
録
す
る
こ
と
を

条
件
に
、
ポ
リ
ス
カ
ー
の
一
人
乗
車
体
制
が
、
認
め
ら
れ
た
の
だ
。
電
子
デ
バ

イ
ス
の
発
達
と
共
に
、
少
な
い
人
員
で
、
多
方
面
へ
の
捜
査
員
の
派
遣
が
、
可

能
と
な
っ
た
。
大
岡
は
、
本
部
に
取
締
り
の
終
始
を
記
録
す
る
よ
う
に
指
示
し

た
。

高
速
で
走
行
し
、
し
か
も
、
頻
繁
に
車
線
を
変
え
る
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン
４
０
０
０
。

８
号
車
の
大
岡
は
、
第
３
車
線
の
ま
ま
速
度
を
維
持
し
て
、
違
反
車
の
動
き
を

伺
っ
て
い
る
。

葛
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
過
ぎ
た
ら
後
は
、
東
関
東
自
動
車
道
ま
で
、
一
直
線
だ
。

大
岡
は
、
相
手
は
、
こ
の
ル
ー
ト
を
取
る
は
ず
だ
と
、
想
定
し
て
い
た
。

も
し
、
葛
西
を
曲
が
り
首
都
環
状
に
進
路
を
取
れ
ば
、
い
づ
れ
、
渋
滞
に
ま
き

こ
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
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違
反
車
に
と
っ
て
は
、
逃
げ
切
る
可
能
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
湾
岸
道
路
を
直

進
、
も
し
く
は
、
東
関
東
自
動
車
道
で
、
勝
負
を
か
け
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
。

「
と
い
う
こ
と
は
、
・
・
・
。
」

大
岡
は
、
あ
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

速
度
を
上
げ
る
イ
ン
ペ
リ
ア
Ｇ
Ｒ
、
メ
ー
タ
ー
は
、
２
０
０
の
デ
ジ
タ
ル
表
示

に
変
わ
っ
た
。

工
事
の
手
前
で
、
相
手
車
両
の
真
横
に
並
べ
ば
、
減
速
す
る
に
違
い
な
い
。

周
囲
の
車
両
の
安
全
の
た
め
に
赤
色
灯
の
み
で
、
走
行
し
て
い
た
、
大
岡
は
、

サ
イ
レ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
に
手
を
伸
ば
し
た
。

「
パ
ゥ
オ
～
～
～
」

「
は
い
ぃ
～
、
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン
の
運
転
手
さ
ん
減
速
し
て
く
だ
さ
い
。
」

も
う
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
気
が
付
い
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
一
向
に
減
速
す
る

気
は
な
さ
そ
う
だ
。

「
運
転
手
さ
ん
、
違
反
は
、
確
認
し
て
い
ま
す
よ
、
減
速
し
て
く
だ
さ
い
。
」

工
事
の
赤
い
パ
イ
ロ
ン
が
目
立
ち
始
め
て
き
た
。

違
反
車
の
行
く
先
を
塞
い
で
い
る
。

価
格
帯
９
０
０
万
円
の
高
級
車
だ
、
傷
付
け
た
く
あ
る
ま
い
。

大
岡
の
イ
ン
ペ
リ
ア
が
、
並
行
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
以
上
の
加
速
も
難
し

く
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

デ
ジ
タ
ル
の
速
度
表
示
も
８
０
ま
で
、
落
ち
て
き
た
。

「
運
転
手
さ
ん
、
後
ろ
を
着
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。
」

違
反
車
の
前
に
出
る
大
岡
。

千
鳥
町
出
口
手
前
の
直
線
で
、
路
肩
に
停
止
さ
せ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
日
本
人
の
よ
う
だ
が
、
助
手
席
に
は
、
金
髪
の
若
い
女
性
が

座
っ
て
い
た
。

大
岡
＞
「
運
転
手
さ
ん
、
違
反
し
た
の
判
っ
て
る
よ
ね
！
免
許
証
見
せ
て
！
」

と
、
切
り
出
す
大
岡
。

大
岡
＞
「
・
・
・
？
、
柴
山
さ
ん
で
す
ね
。
・
・
・
柴
山
さ
ん
ね
、
ナ
イ
ト
ク



6

ル
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
や
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

ド
ラ
イ
バ
ー
＞
「
い
い
え
・
・
・
。
」

大
岡
＞
「
普
通
免
許
じ
ゃ
違
反
だ
か
ら
ね
。
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
は
、

二
種
免
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
ん
だ
よ
。
」

ド
ラ
イ
バ
ー
＞
「
え
え
、
知
っ
て
ま
す
よ
。
」

大
岡
＞
「
そ
ち
ら
の
ご
夫
人
は
？
」

ニ
ー
ナ
＞
「
コ
ノ
ヒ
ト
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
で
す
。
」

大
岡
＞
「
日
本
語
で
き
る
ん
で
す
ね
。
」

大
岡
は
、
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン
４
０
０
０
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
違
反
切
符
を
渡
し
た
。

大
岡
＞
「
運
転
手
さ
ん
ね
、
免
許
は
、
取
り
消
し
だ
か
ら
ね
、
今
か
ら
こ
の
車

は
運
転
で
き
な
い
か
ら
ね
。
助
手
席
の
方
は
、
運
転
免
許
あ
り
ま
す
か
？
」

ニ
ー
ナ
＞
「
は
い
、
大
丈
夫
で
す
。
」

大
岡
＞
「
念
の
た
め
、
運
転
免
許
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
」

ニ
ー
ナ
＞
「
は
い
、
ど
う
ぞ
。
」

大
岡
＞
「
リ
ー
・
ニ
ー
ナ
さ
ん
ね
。
」

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
数
年
前
の
映
画
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ア
メ
ー
ジ

ン
グ
」
が
、
き
っ
か
け
で
、
始
ま
っ
た
新
た
ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
今
で
は
、

二
種
免
許
を
必
要
と
す
る
認
可
制
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
の
多
く
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
象
徴
を
、
首
都
高

だ
と
言
う
。

そ
れ
に
注
目
し
た
都
庁
の
運
輸
局
は
、
駅
前
の
二
重
駐
車
解
消
も
兼
ね
て
、
一

部
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
の
認
可
を
与
え

た
の
だ
っ
た
。

東
京
都
も
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
世
界
中
に
発
信
し
た
た
め
、
人
気
を
評
し
、

１
時
間
足
ら
ず
で
、
数
万
円
の
売
り
上
げ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ニ
ー
ズ
も
高

い
こ
と
か
ら
、
も
ぐ
り
営
業
も
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
も
ぐ
り
営
業
の
中
に
は
、
高
級
車
を
導
入
し
、
時
速
２
０
０
キ
ロ
近

い
高
速
で
か
っ
飛
ば
す
こ
と
を
ウ
リ
に
し
て
い
る
連
中
も
い
る
の
だ
。
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一
方
、
飛
羽
の
追
う
５
５
０
は
、
大
井
南
手
前
で
、
減
速
し
た
。

緩
や
か
に
、
カ
ー
ブ
を
切
り
、
や
が
て
、
一
般
道
に
下
り
、
コ
ン
テ
ナ
車
の
群

れ
に
紛
れ
た
。

飛
羽
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
５
５
０
の
後
ろ
に
続
く
。

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
多
い
地
域
に
か
か
る
と
、
５
５
０
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
め

た
。

周
囲
は
、
地
明
か
り
が
、
少
な
い
。

バ
ロ
ロ
ロ
ロ
・
・
・
、
バ
ロ
ル
ロ
ル
・
・
・
。

真
横
を
コ
ン
テ
ナ
車
が
、
爆
音
を
轟
か
せ
行
き
交
う
。

５
５
０
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
座
席
の
下
か
ら
グ
ロ
ッ
ク
を
引
き
出
し
、
懐
に
忍

ば
せ
た
。

５
５
０
の
後
方
に
、
飛
羽
も
Ｘ
Ｊ
９
を
停
め
た
。

カ
ー
ゴ
車
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
に
映
し
出
さ
れ
た
前
方
の
５
５
０
か
ら
、
タ
バ

コ
の
紫
煙
が
立
ち
上
っ
た
。

５
５
０
に
歩
み
寄
る
飛
羽
・
・
・
。

三
咲
＞
「
ま
ず
か
っ
た
な
。
」

飛
羽
＞
「
ま
あ
、
邪
魔
が
入
っ
て
は
、
し
ょ
う
が
な
い
。
ま
だ
、
相
手
と
連
絡

は
、
取
れ
る
ん
だ
ろ
。
」

三
咲
＞
「
あ
あ
、
お
そ
ら
く
怪
し
ま
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
」

飛
羽
＞
「
部
長
に
報
告
し
て
、
次
の
手
を
考
え
よ
う
。
」

三
咲
は
、
ト
ー
キ
ョ
ー
・
バ
イ
ス
の
一
員
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
カ
バ
ー
と
し
て
、

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
を
主
催
す
る
組
織
に
潜
入
し
、
そ
の
組
織
を
暴
き
だ
す
役
割

を
負
っ
て
い
た
。
三
咲
は
、
運
転
技
術
の
レ
ベ
ル
を
見
る
た
め
に
組
織
の
採
用

試
験
を
受
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
真
っ
最
中
に
、
大
岡
の
Ｐ
Ｃ
に
捕
捉
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
飛
羽
が
、
現
わ
れ
、
難
無
き
を
得
た
の
だ
。
柴

山
と
い
う
男
も
、
そ
の
採
用
試
験
を
受
け
て
い
た
。

時
間
は
、
２
３
時
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
。
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助
手
席
の
女
は
、
早
口
の
中
国
語
で
、
１
、
２
分
ほ
ど
話
し
、
携
帯
を
切
っ
た
。

ニ
ー
ナ
＞
「
柴
山
さ
ん
、
こ
の
ま
ま
直
進
し
て
、
船
橋
の
埠
頭
ま
で
移
動
し
て

く
だ
さ
い
。
」

柴
山
＞
「
採
用
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
？
」

ニ
ー
ナ
＞
「
な
か
な
か
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
わ
。
評
価
し
て
い
ま

す
よ
。
」

柴
山
＞
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

ニ
ー
ナ
＞
「
・
・
・
。
」

船
橋
の
埠
頭
は
、
閑
散
と
し
て
い
た
。

ニ
ー
ナ
＞
「
華
龍
会
が
、
私
を
迎
え
に
来
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
、
お
待
ち
く
だ

さ
い
。
」

柴
山
＞
「
え
え
、
判
り
ま
し
た
。
ニ
ー
ナ
さ
ん
は
、
日
本
は
、
長
い
の
で
す
か

？
」

ニ
ー
ナ
＞
「
個
人
的
な
ご
質
問
に
は
、
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
。
」

柴
山
＞
「
あ
っ
、
そ
う
で
す
ね
。
」

ト
ー
キ
ョ
ー
・
バ
イ
ス
の
本
部
は
、
羽
田
国
際
空
港
に
近
い
ガ
ラ
ス
張
り
の
高

層
ビ
ル
の
中
に
あ
る
。

体
裁
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
風
を
装
っ
て
い
る
。

三
咲
＞
「
部
長
、
実
は
、
華
龍
会
の
採
用
試
験
の
最
中
に
警
視
庁
の
覆
面
に
追

尾
さ
れ
た
の
で
す
が
、
飛
羽
の
車
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
今
後
の
方
針

を
ど
う
す
れ
ば
、
い
い
の
か
と
思
い
ま
し
て
。
」

藤
巻
部
長
＞
「
お
前
の
方
か
ら
、
積
極
的
に
連
絡
を
取
る
の
は
、
不
自
然
だ
か

ら
、
し
ば
ら
く
、
様
子
を
見
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
む
し
ろ
、
ビ
ビ
ッ
て
、
採
用

を
あ
き
ら
め
た
よ
う
に
見
せ
た
ほ
う
が
、
普
通
だ
ろ
う
。
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
＞
「
部
長
、
広
域
の
方
か
ら
の
入
電
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
、

今
、
追
っ
て
い
る
捜
査
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
で
す
か
？
」

部
長
＞
「
モ
ニ
タ
ー
で
、
見
せ
て
く
れ
。
」
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オ
ペ
レ
ー
タ
ー
＞
「
３
０
分
前
に
、
船
橋
埠
頭
に
お
い
て
、
黒
の
ラ
イ
デ
ィ
ー

ン
４
０
０
０
が
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
海
に
飛
び
込
ん
だ
そ
う
で
す
。
船

橋
埠
頭
の
貿
易
検
数
官
が
、
目
撃
し
、
通
報
し
て
き
ま
し
た
。
」

三
咲
＞
「
え
っ
、
何
だ
っ
て
。
」

部
長
＞
「
ま
あ
、
こ
と
の
成
り
行
き
か
ら
し
て
、
そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
仏
さ

ん
に
な
っ
て
る
だ
ろ
う
な
。
」

飛
羽
＞
「
連
中
は
、
殺
人
ま
で
・
・
・
。
」

部
長
＞
「
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ら
、
免
停
で
は
、
済
ま
な
い
か
ら
な
。
い
く
ら
、

腕
が
良
く
て
も
、
使
い
物
に
な
ら
ん
だ
ろ
、
そ
れ
に
、
組
織
の
女
の
顔
を
見
た

か
ら
に
は
な
ぁ
。
」

三
咲
＞
「
ア
シ
が
、
着
く
前
に
、
バ
ラ
シ
た
ん
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
オ

レ
が
、
殺
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
・
・
・
。
」

部
長
＞
「
明
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
れ
ば
、
お
前
も
殺
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
理

由
で
、
華
龍
会
か
ら
、
連
絡
が
来
た
と
し
て
も
無
視
す
る
の
が
常
識
だ
ろ
う
。
」

三
咲
＞
「
オ
レ
の
潜
入
は
、
解
任
で
す
か
。
」

部
長
＞
「
あ
あ
、
一
か
ら
出
直
し
だ
な
。
」

飛
羽
＞
「
部
長
、
潜
入
は
、
オ
レ
に
担
当
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
」

部
長
＞
「
い
か
ん
。
飛
羽
は
、
華
龍
会
の
賭
博
の
筋
の
捜
査
を
こ
の
ま
ま
続
け

る
ん
だ
。
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
の
線
が
、
切
れ
た
ん
だ
か
ら
、
賭
博
の
線
を
つ
な

い
で
行
く
の
が
、
善
後
策
だ
。
そ
れ
よ
り
、
所
轄
が
、
現
場
に
着
い
て
る
頃
だ

ろ
う
か
ら
、
お
前
ら
、
所
轄
に
挨
拶
し
て
来
い
。
そ
れ
か
ら
、
車
の
中
か
ら
、

女
の
毛
髪
で
も
出
て
な
い
か
確
認
す
る
ん
だ
。
」

飛
羽
・
三
咲
＞
「
は
い
。
わ
か
り
ま
し
た
。
」

華
龍
会
は
、
北
華
共
和
国
出
身
の
葉
龍
夫
を
頂
点
と
す
る
在
日
犯
罪
組
織
で
あ

フ
ァ
ロ
ン

イ
ェ
・
ロ
ン
プ

る
。

葉
龍
夫
は
、
元
軍
人
で
、
北
華
国
政
府
高
官
と
も
つ
な
が
り
が
あ
る
と
も
言
わ

れ
、
北
華
国
で
、
犯
罪
を
犯
し
た
者
を
、
わ
ざ
わ
ざ
、
出
国
さ
せ
て
い
る
と
い

ペ
イ
フ
ァ
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク

う
情
報
も
あ
る
。
構
成
員
は
、
お
よ
そ
、
２
０
０
名
ほ
ど
で
、
い
づ
れ
も
北
華
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共
和
国
で
は
、
国
を
追
わ
れ
た
者
達
だ
。
傘
下
に
は
、
一
部
の
日
本
の
暴
力
団

も
含
ま
れ
て
い
る
。
華
龍
会
は
、
来
日
す
る
北
華
国
の
観
光
客
を
相
手
に
三
星

ホ
テ
ル
、
陽
光
観
光
ホ
テ
ル
な
ど
を
経
営
、
そ
の
観
光
客
相
手
に
複
数
の
地
下

カ
ジ
ノ
を
運
営
、
さ
ら
に
、
売
春
の
斡
旋
、
高
利
貸
し
な
ど
、
多
角
化
を
極
め

る
。
違
法
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
は
、
組
織
の
収
入
に
と
っ
て
は
、
大
き
い
も
の
で

は
な
い
が
、
日
本
の
若
者
を
配
下
に
置
こ
う
と
い
う
目
論
見
が
あ
る
。
ト
ー
キ

ョ
ー
バ
イ
ス
は
、
そ
こ
に
、
華
龍
会
頂
点
へ
の
手
掛
か
り
が
あ
る
と
考
え
た
の

だ
。

日
本
政
府
は
、
２
０
３
３
年
に
警
察
庁
を
警
察
省
に
格
上
げ
し
、
広
域
犯
罪
捜

査
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
相
当
す
る
機
関
だ
。
総
務
省
、

警
察
省
、
防
衛
省
、
外
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
公
安
調
査
庁
、
海
上
保
安
庁
、

消
防
庁
の
垣
根
を
越
え
た
、
八
省
庁
総
合
対
策
連
絡
網
を
構
築
。
同
時
に
、
通

ス
ー
パ
ー
・
エ
イ
ト

信
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
省
庁
専
用
に
、
一
本
化
し
た
。
厚
生
労
働
省
と
、
海
上
保
安

庁
で
は
、
北
華
国
か
ら
の
違
法
薬
物
の
取
締
り
を
行
っ
て
い
る
。
首
都
警
は
、

ス
ー
パ
ー
・
エ
イ
ト
に
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
広
域
犯
罪
捜
査
隊
に
、
ト

ー
キ
ョ
ー
・
バ
イ
ス
か
ら
、
３
チ
ー
ム
が
、
編
入
さ
れ
た
。
外
務
省
か
ら
の
査

察
で
は
、
主
犯
の
葉
容
疑
者
は
、
北
華
国
の
領
事
館
に
住
み
着
き
、
治
外
法
権

に
よ
っ
て
手
を
出
せ
な
い
環
境
下
に
あ
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
。
華
龍
会
は
、

北
華
国
が
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
き
、
富
裕
層
が
増
え
て
以
来
、
こ
こ
数
年
で

巨
大
化
し
た
の
だ
。
藤
巻
班
７
名
は
、
主
に
地
下
カ
ジ
ノ
を
捜
査
し
て
い
た
。

【
続
く
】
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（
後
書
き
）

感
想
自
由
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

『首都高２１時』
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